R6学生用

広大スタンダード（規準４）に関するルーブリックおよび自己評価シート＜教科：情報＞
＜レベル評価のためのルーブリック＞
	規準４：生徒の発達や学習を評価することができる。

	レベル１
	レベル２
	レベル３
	目指す教師像

	領域・単元あるいは単位時間の評価計画を立案するのは未熟であるが，評価方法に関する知識を持っている。
	教育・授業実践において，十分な評価を実施することはできないが，領域・単元あるいは単位時間の評価計画を立案することができる。
	教育・授業実践において，領域・単元あるいは単位時間の評価計画に基づき，生徒の発達や学習を評価することができる。
	教育・授業実践において，あらゆる領域・単元で評価計画に基づき，生徒の発達や学習を適切に評価することができる。

	授業や単元（または学習題材）における目標準拠評価の評価規準を，観点別評価規準に沿って記述できる。

	授業や単元（または学習題材）における目標準拠評価の評価規準・基準について，用いられる教材や学習場面に沿った具体的な評価規準（具体の規準）を考案し，評価の場面や方法を計画できる。
	授業や単元（または学習題材）における目標準拠評価の評価規準・基準について，学習活動と評価活動の関係を考察し，実際に評価を行うことができる。またはこれに近いレベルの広さと深さのある省察を行うことができる。
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	成果　（これまでの学習成果や取り組みについて具体的に記入してください。）

	


	課題と今後の展望　（自分にとって課題と思われること，その課題を解決してさらなる向上を目指すために今後取り組んでいきたいことを具体的に記入してください。）

	


